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研究成果の概要（和文）： 

 サンゴ礁学の目的は，生物，化学，地学，工学，人文の諸分野を複合ストレスに対するサン
ゴ礁の応答という問題設定のもとに融合し，サンゴ礁と人との新たな共存・共生関係のための
科学的基礎を築くことである．総括班は，サンゴ礁学に関して，(1) 総括班会合・助言委員会
を開催して学際的な研究の連携を進め， (2) 琉球大学瀬底実験所を中心にフィールド支援体制
を整備し， (3) 成果報告会やシンポジウム等を通じて学術的な成果を社会に適用し， (4) サ
マースクール等を通じてそのための人材を育成した． 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Objective of “Coral Reef Science” is to unite biology, chemistry, geoscience, 
engineering and human science under the framework of response of coral reef to multiple 
stresses and to construct scientific basis for novel coexistence between human and coral 
reefs. In order to enhance coral reef research, we performed 1) enhancing 
interdisciplinary research by holding headquarters meetings, 2) establishing field-based 
research facilities based on Sesoko Station of University of the Ryukyus, 3) outreaching 
the results through collaboration with local residents and holding public symposium, and 
4) capacity building by organizing summer school every year.   
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 直接経費 間接経費 合 計 

2008 年度 6,600,000 1,980,000 8,580,000 

2009 年度 6,800,000 2,040,000 8,840,000 

2010 年度 6,800,000 2,040,000 8,840,000 

2011 年度 6,800,000 2,040,000 8,840,000 

2012 年度 6,800,000 2,040,000 8,840,000 

総 計 33,800,000 10,140,000 43,940,000 

 

 

研究分野：複合新領域 

科研費の分科・細目：環境学・環境動態解析 
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１．研究開始当初の背景 
サンゴ礁は，様々な階層で生物間，生物と環
境との間で相互作用する共生系である．共生

系は，生物間共生から，生態系－ 地形間の
共生に及ぶ．サンゴ礁と人との間でも，資源
や居住の場の提供という形で，共生・共存系
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が維持されてきた．しかしながら最近数 10 
年間の，熱帯・亜熱帯海岸の開発に伴うスト
レスによって，サンゴ礁共生系，サンゴ礁と
人との共生・共存系は，劣化し破壊されつつ
ある．さらに地球温暖化も，温暖化，酸性化，
海面上昇と，すべての要因がサンゴ礁に大き
なストレスを与える．こうしたローカル・グ
ローバルに複合したストレスにあるサンゴ
礁を再生して，人間によるストレス下で新た
な共生・共存関係を構築するためには，サン
ゴ礁共生系を人まで含めたシステムとして
とらえ，その素過程から理解することが必要
である．その上で，サンゴ礁の歴史的変遷を
復元してこれまでのストレス応答を評価し，
現在および将来の複合ストレスに対する応
答を評価しうる新たな学問領域を構築する
ことが必要である． 
本学術領域で提案しているサンゴ礁学は，サ
ンゴ礁という対象と，その共生・共存系の構
築という目標のもとに，生物学，化学，地球
科学，工学などの自然科学はもとより，人文
科学も含む学際的なものである．サンゴ礁学
は，サンゴ礁というフィールドを対象とした
学術領域であり，本領域の推進のためには，
フィールドの研究施設を共通のプラットフ
ォームとすることが必要である．さらに，共
生・共存の目標達成のためには，得られた成
果を実際の社会（政府・地方機関，ＮＰＯ，
民間，国際機関）に適用する仕組みを作り，
学術分野だけでなくそうした様々なセクタ
ーで活躍する力のある人材を育成すること
が必要である． 
 
２．研究の目的 
本学術領域の最終目標は，サンゴ礁共生系の
理解に基づいて，複合ストレスに対する応答
モデルを構築し，適切なストレス制御と修
復・再生に必要となるガイドラインを示して，
人とサンゴ礁の新たな共生・共存系構築のた
めに学際領域を融合した学術領域－ サンゴ
礁学－ を，その体制と人材育成まで含めて
創ることである．社会的な同意や法制度まで
含めて現地に適用することは，本領域の範囲
ではない．しかしながら，学術領域の構築に
終わっては実際のサンゴ礁の再生はできな
いし，育成した人材の展開も限られる．この
点について，日本サンゴ礁学会の保全・再生
の活動に，本領域で得られた学術的成果をリ
ンクすることによって，実際のサンゴ礁を再
生し，人との共生・共存系を構築する．さら
に，国際的な連携によって，世界でもっとも
多様性が高いにもかかわらず，人間によるス
トレスが強く，破壊の危機にあるアジア・太
平洋地域のサンゴ礁における共生・共存系構
築に展開する．こうした成果の外部へのリン
クも，本総括班が体制を作り，情報のハブと
なる． 

３．研究の方法 
総括班サンゴ礁共生・共存未来戦略の役割は， 
(1) 学際的研究の連携と推進， (2) 支援体
制整備，(3) 成果の社会への適用，(4)人材
育成の４点である．そのために，領域代表者
のもとに事務局と６つの計画研究の代表者
からなる総括班会合を設置して，以上のミッ
ションを推進する．総括班の中には，方針や
進捗状況について助言をあおぐための助言
ボードとフィールド研究を効果的に進める
ためのフィールド支援に関わるメンバーも
加える． 
(1) 学際的研究の連携と推進 
領域全体の方針と具体的な研究計画を策定，
推進し，進捗状況を評価する．とくに計画研
究間の連携が進んでいるかに注意して，適切
な研究の進捗を促し，助言ボードの評価をも
とに必要なら構成を再編する．公募研究の審
査と採択も，研究推進会議が行う．研究推進
会議のメンバーは，日本サンゴ礁学会の主要
な運営メンバーと重なっている．本領域の研
究活動と同学会の研究活動を常にリンクさ
せ，お互いにフィードバックさせるために，
「サンゴ礁共生・共存未来戦略」を設置して，
毎年の学術大会におけるシンポジウムや学
会誌における特集など，成果発表と議論の場
を設ける． 
(2) フィールド支援体制の整備 
フィールド研究の推進と成果の現地適用の
テストサイトとして，琉球大学熱帯生物圏研
究センター瀬底実験所（沖縄本島，瀬底島）
等を支援のベースとして，研究分担者，連携
研究者として参加してもらい，本領域の目的
に対応した研究を進める． 
(3) 成果の社会への適用 
日本サンゴ礁学会の機能を通じて，実際のサ
ンゴ礁保全・再生策への適用や，国内の政府
機関，地方行政機関，ＮＰＯ，民間や，海外
の拠点・研究機関，国際機関との連携を図る．
保全委員会を通じて，実際のサンゴ礁再生の
取り組みに，本学術領域の成果を適切に適用
し，効果の評価を行う．さらに一般には，本
新学術領域のホームページを立ち上げ，研究
計画や最新の研究成果を情報公開して，意
見・要望をその後の研究進展に反映させる機
会を得る． 
(4) 人材育成 
本領域に若手会員に積極的に参加させ研究
者育成をはかるとともに，学会内に人材育成
委員会を設け，大学や研究機関の研究者の育
成だけでなく，行政， NPO ，民間，国際機
関の関係者と協力して，こうした様々なセク
ターでサンゴ礁や生態系と人との共生・共存
に活躍できる人材の育成をはかる． 
 
 
 



 

 

４．研究成果 
(1) 学際的な研究の連携に関しては，計画研
究の代表者らによる総括班会合を開催し，分
野間の連携を促進した．また、助言会合を開
催した．(2) フィールド支援体制の整備に関
しては，琉球大学瀬底実験所を拠点とした研
究を展開した．(3) 学術的な成果の社会への
適用に関しては，WWF ジャパンしらほサンゴ
村等と連携し，石垣島で成果報告会を行うと
ともに国内外で公開シンポジウムを開催し，
成果を社会に還元した．また，研究成果はウ
ェブサイトとニュースレターを通じて発信
した．(4) 人材育成に関しては，石垣島及び
琉球大学瀬底実験所にて，地学・生物学・工
学・社会科学等様々な分野を網羅するサマー
スクールを開催した． 
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